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「普通教育を主とする学科」の弾⼒化－普通科改⾰の意義・概要

○普通科には高校生の約７割が在籍する一方で、⽣徒の能⼒・適性や興味・関⼼等を踏まえた学びの実現に課題があるとの
指摘もなされており、「普通」の名称から⼀⻫的・画⼀的な学びの印象を持たれやすいところ、普通科においても、生徒や地域の
実情に応じた特⾊・魅⼒ある教育を実現する。

○普通科において特⾊・魅⼒ある教育を⾏うにあたって、従来の⽂系・理系の類型分けを普遍的なものとして位置付けるのではなく、
総合的な探究の時間を軸として、⽣徒が社会の持続的発展に寄与するために必要な資質・能⼒を育成するための多様な分野
の学びに接することができるようにする。

「普通教育を主とする学科」

普通科

学校教育法施⾏規則
等の改正

「普通教育を主とする学科」

学際領域学科 地域社会学科普通科 その他普通科

令和４年度より設置が可能

※学際領域学科︓学際領域に関する学科、地域社会学科︓地域社会に関する学科
その他普通科︓その他特⾊・魅⼒ある学びに重点的に取り組む学科

学際領域学科
現代的な諸課題のうち、SDGsの実現やSociety5.0の到来に伴う諸課題に対応するために、学際的・複合的な学問分野や新たな学問領域に
即した最先端の特⾊・魅⼒ある学びに重点的に取り組む学科

地域社会学科
現代的な諸課題のうち、高等学校が⽴地する地元⾃治体を中⼼とする地域社会が抱える諸課題に対応し、地域や社会の将来を担う人材の育
成を図るために、現在及び将来の地域社会が有する課題や魅⼒に着⽬した実践的な特⾊・魅⼒ある学びに重点的に取り組む学科

その他普通科
その他普通教育として求められる教育内容であって当該高等学校のスクール・ミッションに基づく特⾊・魅⼒ある学びに重点的に取り組む学科
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「普通教育を主とする学科」の弾⼒化－新学科の要件

（１）各学科の特⾊等に応じた学校設定教科・科目を設け、２単位以上を全ての生徒に履修させること
（２）学際領域学科においては、⼤学等の連携協⼒体制を整備すること
（３）地域社会学科においては、地域の⾏政機関等との連携協⼒体制を整備すること
（４）学際領域学科及び地域社会学科においては、関係機関等との連携を⾏う職員の配置その他の措置を講じるよう努めること

地元市町村

小中学校 高等教育機関

社会教育機関ＮＰＯ法人

企業・経済団体
コーディネーター

社会科学
研究

社会科学的な考え方を用いて現在の経済活動を読み解き、
現代社会の特質や課題について認識を深め、社会課題の
解決策を提案

クリティカル
シンキング

⽂脈の中で抽象語を理解し、複数の⽴場から論じられてい
る⽂章の読解等を通して、多⾯的・総合的に考える能⼒や
⾃分の考えを適切に表現する能⼒を育成

グローバル探
究

データに基づく論理的思考や調査⼿法等の研究⼿法を学
ぶとともに、グローバルな社会課題についてSDGsの達成に
向けた研究活動を実施

地域学

フィールドワーク等を通して、地域の現状・歴史を知り、地域
の課題やニーズを把握。収集した情報を整理・活用し、課
題を明確化し、⾏政・地域・福祉施設等との協議を通して、
具体的な解決策を提案。こうした学習の課程においてコミュ
ニケーション能⼒や交渉⼒を育成

連携協⼒体制

国内外の高等教育機関

国際機関 国の機関

研究機関ＮＰＯ法人

企業
コーディネーター

＜学際領域学科の例＞

新たな学科において考えられる学校設定科目の例

＜地域社会学科の例＞
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新たな学科で取り 組む教育の特色（ イ メ ージ）

各教科・ 科目での学び

総合的な探究の時間

・ 各高等学校に期待さ れる社会的役割等及び「 三
つの方針」 を踏まえ、 新たな学科において着目す
る社会的課題を踏まえた総合的な探究の時間の目
標・ 内容を設定

各高等学校に期待さ れる社会的役割等及び「 三つの方針」

・ 各学科において、 目標を実現するにふさ わし い
探究課題を設定。 「 学際領域に関する学科」 は
複合的かつ分野横断的で、 地域社会・ 国家・ 国際
社会と いう 枠組みも 超えるよう なボーダレ スな課
題に、 「 地域社会に関する学科」 は地域社会の
様々な課題と 魅力に着目し 、 探究の過程を通し て
資質・ 能力を育成

新たな学科の教育課題に対応し た
学校設定教科・ 科目

・ 「 学際領域に関する 学科」 では、 各高等学校に期待さ れる
社会的役割等と 「 三つの方針」 に基づき 着目する 社会的課
題に関連し た新たな学問領域における 最新の学術的知見等
に関する 系統的な知識及び技能等に基づき 、 思考力、 判断
力、 表現力等や学びに向かう 力、 人間性等を 発揮さ せて、
当該社会的課題の分析や解決に資する 統合的な学問分野に
関する 「 見方・ 考え方」 を 鍛えていく 最先端の学びを 実現

・ 「 地域社会に関する 学科」 では、 各高等学校に期待さ れ
る 社会的役割等と 「 三つの方針」 に基づき 着目する 地域
社会の課題や魅力に関する 知見を 基にし て、 地域社会に
おける 課題や魅力の発見・ 課題解決に資する 知識及び技
能を 身に付け、 思考力、 判断力、 表現力等や学びに向か
う 力、 人間性等を 発揮さ せて、 地域社会の持続的な発展
や価値の創出に資する 学問分野に関する 「 見方・ 考え
方」 を 鍛えていく 実践的な学びを 実現

・ 各教科・ 科目等や社会的課題に対応し た学校設
定教科・ 科目の特質に応じ た「 見方・ 考え方」 を
総合・ 統合し ながら 、 「 探究の見方・ 考え方」 と
し て働かせる

「 三つの方針」 に基づく カ リ キュ ラ ム・ マネジメ ント を通じ た
教育活動の展開

中央教育審議会 新しい時代の高等
学校教育の
プ（第13回）資料より
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新時代に対応した高等学校改⾰推進事業

国公私⽴の高等学校対象
校種

①35校（継続校分を含む）5,600千円／１校
②８校（継続校分を含む）6,000千円／１校
③１団体 20,000千円／１団体

箇所数
単価

補助率

①②学校設置者 ③⺠間団体等委託先

①新学科の設置に必要な経費
②新たな教育方法を用いた学びに必要な経費
③プラットフォームの構築や成果検証に必要な経費

委託
対象経費

令和３年１⽉の中央教育審議会答申において提⾔された普通教育を主とする学科の弾⼒化（普通科改⾰）や教科等横断的な
学習の推進による資質・能⼒の育成を推進し、探究・STEAM教育、特⾊・魅⼒ある⽂理融合的な学び、今後の社会に望まれるデジ
タル人材育成等を実現するため、令和４年度から設置が可能となった新しい普通科の設置を予定している学校の取組を推進するととも
に、遠隔・オンライン教育等を活用した新たな教育方法を用いたカリキュラム開発等のモデル事業を実施する。加えて、新学科における学
びや教科等横断的な学びを実現するためには、地域、⼤学、国際機関等との連携協⼒、調整が必要であり、その役割を担う「コーディ
ネーター」について、その育成や活用を支援するための全国プラットフォームを構築する。

①普通科改⾰支援事業 ②創造的教育方法実践プログラム
令和４年度より設置が可能となった新し
い普通科を設置する予定の高等学校等
に対し、関係機関等との連携協⼒体制の
整備や、コーディネーターの配置などの支
援を⾏い、新学科設置の取組を推進する
ことで、探究・STEAM教育や特⾊・魅⼒
ある⽂理融合的な学びを実現する。

教科等横断的な学びの実現による資質・能⼒の
育成、デジタル人材育成を⽬指し、遠隔・オンライ
ン教育（質の高い通信教育を含む。）を活用し
た新たな方法による学びを実現する。(1)Society
5.0の実現に向けた最先端の技術を活用した学び、
(2)⾃らの興味関⼼に応じた探究的な学びに着⽬
し、同一設置者の学校間のみでなく、他地域にお
ける⼤学や研究機関、国際機関等の関係機関か
らの同時双方向型の授業を取り入れたカリキュラム
開発を⾏い、新しい時代の学びを創造する。

普通科

学際領域に関する学科

地域社会に関する学科

その他
（デジタル人材育成を⽬

指す学科等）

普
通
科

③高校コーディネーター
全国プラットフォーム構築事業

（PDCAサイクルの構築）

事業内容

高校と地域、関係団体等とをつなぐコーディネーター
の全国的なプラットフォームを構築する。プラット
フォームにおいては、コーディネーター人材やコーディ
ネーターを受け入れる学校に対する研修を⾏うとと
もに、コーディネーター間の情報共有を促す場を創
出することで、コーディネーターが持続的効果的に活
躍できるようにするとともに、成果指標の検証による
高等学校改⾰のPDCAサイクルの構築を図る。

令和5年度予算額（案） 3億円
（前年度予算額 2億円）

資料１
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新時代に対応した高等学校改⾰推進事業（普通科改⾰支援事業）令和４年度指定校⼀覧

No. 管理機関 指定校
設置学科

新学科設置（予定）年度
教育課程の特色

１ 北海道教育委員会 釧路湖陵高等学校
学際領域学科

（令和６年度予定）

学際的な分野に関する学校設定科目と、「総合的な探究の時間」や各
教科・科目を有機的に結び付けた探究的な学習を重視した教育活動
の実施

２ 北海道教育委員会 大樹高等学校
地域社会学科

（令和６年度予定）

地域探究と台湾大樹区との国際交流を核とした「大樹学PLUS」、高大
連携や企業連携による「大樹高STEAM」での地域社会の課題や魅力
に着目した学び

３ 岩手県教育委員会 大槌高等学校
地域社会学科

（令和６年度予定）
地域社会を舞台に学ぶ実践的な問いからはじまる探究をはじめ、「学
ぶことが楽しい」と思う魅力的な学びの環境を地域とともに創出

４ 学校法人北上学園 専修大学北上高等学校
学際領域学科
地域社会学科

（令和６年度予定）

「未来を創る力」を育むために、自分の学びたいことを自立的に深め、
学びたいことと地域・世界がつながり学ぶことの意味が見える「学び」
の実現

５ 学校法人信愛学園 浜松学芸高等学校
地域社会学科

（令和６年度予定）

文理融合した教科横断的・系統的な地域での学びをカリキュラムとして
構築し、ARTの視点を用いたプロジェクトに取り組み、地域への成果還
元を行う

６ 三重県教育委員会 上野高等学校
学際領域学科

（令和６年度予定）

SDGsに関する学習、プログラミングやSTEAMリテラシーの育成等、国
内外を学びの場とした探究プログラムによる、文理が融合した新たな
学び

７ 京都市教育委員会 開建高等学校
地域社会学科

（令和５年度設置済）
広い学習空間・ラーニングポッド（L-pod）による自由な発想で学べる環
境づくりや、魅力あふれる京都をフィールドにした探究活動の実施

８ 兵庫県教育委員会 柏原高等学校
地域社会学科

（令和６年度予定）
地域力を活用した探究活動の実践による学びの深化を通じて、「多様
な価値観を共有する人材」を育成する教育課程

９ 兵庫県教育委員会 御影高等学校
学際領域学科

（令和６年度予定）
人文・社会科学に、自然科学分野も取り込んだ学際的な学びを展開し、
課題に協働的に取り組み、広い価値を創造する生徒を育てる

１０ 和歌山県教育委員会 串本古座高等学校
地域社会学科

（令和６年度予定）
地域の多様な教育資源を活用した「宇宙探究コース」「地域探究コー
ス」の設置を通したSociety5.0を生き抜くために必要な能力の育成

※新学科設置（予定）年度は、構想段階のもの
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No. 管理機関 指定校
設置学科

新学科設置（予定）年度
教育課程の特色

１１ 和歌山県教育委員会 新宮高等学校
学際領域学科

（令和６年度予定）
蘇りの地「熊野」にかかわる学際的な学びによる、気づきや問いに誠
実に向き合う広く深い学びの実現

１２ 和歌山県教育委員会 橋本高等学校
学際領域学科

（令和６年度予定）
学際的な分野に関する学校設定科目「世紀の空」と総合的な探究の時
間・各教科を関連付け、開かれた広い視野での課題解決を実践

１３ 島根県教育委員会 隠岐島前高等学校
地域社会学科

（令和４年度設置済）
離島発 「グローカル人材」 育成のための「教科・探究学習が有機的に
融合したカリキュラム」

１４ 愛媛県教育委員会 三崎高等学校
地域社会学科

（令和６年度予定）
地域社会学を教育課程に位置づけたSTEAM教育・キャリア教育の推
進等による「みさこうSTEAM教育」の実現

１５ 高知県教育委員会 清水高等学校
学際領域学科

（令和６年度予定）
ジョン万次郎の生涯を紐解き、現代社会の諸相についてSDGsの視点
から考察することを通して、「21世紀のジョン万次郎」を育成

１６ 福岡県教育委員会 八幡高等学校
学際領域学科

（令和６年度予定）
学校設定教科「知の統合」による教科科目横断型授業と総合的な探究
の時間「夢現プロジェクト」との往還

１７ 北九州市教育委員会 北九州市立高等学校
地域社会学科

（令和６年度予定）

SDGsの視点から社会課題を捉え、探究活動と「産・官・学・民」の連携
により社会変革とビジネスの一致を目指し、未来の社会をけん引する
力を育成

１８ 長崎県教育委員会 松浦高等学校
地域社会学科

（令和４年度設置済）

「松高キャリア・プランニング」や「まつナビ・プロジェクト」（地域課題解
決型学習）における探究活動等による、地域社会の未来を担うリー
ダーの育成

１９ 宮崎県教育委員会 飯野高等学校
地域社会学科

（令和６年度予定）

学校設定科目「グローカル共創探究」による地域をフィールドとした探
究活動や「超探究の日」等による、次世代に必要な力を地域と共育す
る学び

２０ 熊本市教育委員会 必由館高等学校
地域社会学科

（令和６年度予定）

学校設定科目「必由学」の新設、熊本市教育エコシステムの活用、
データサイエンスを取り入れた学習活動等による特色・魅力ある学び
の実現

新時代に対応した高等学校改⾰推進事業（普通科改⾰支援事業）令和４年度指定校⼀覧

※新学科設置（予定）年度は、構想段階のもの
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令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【北海道釧路湖陵高等学校】
管理機関名：北海道教育委員会

【目的】
 SDGsの実現やSociety5.0の到来に伴う諸課題に対応した、学際的・複合的な学問分野等の最先端の特色・魅力ある学

びに重点的に取り組むことにより、生徒に対し将来の国際社会及び日本社会で求められる資質・能力を育成すること
 探究的な学習を重視したカリキュラム及び教育方法の一層の改善・充実に取り組むことにより、普通科を含めた他学

科における「総合的な探究の時間」など探究的な学習の充実に向けて牽引・先導する役割を担うこと
【特色・魅力ある教育の概要】

SDGsの実現等の
現代的な諸課題

コンソーシアムの構築方法

コーディネーター

コーディネーターが関係機関と連絡・調整

国の機関
 釧路地方気象台
 釧路湿原国立公園
 日本銀行釧路支店 ほか調整中

研究機関
 国立感染症研究所
 国立⺠族学博物館
 国立アイヌ⺠族博物館 ほか調整中

国際機関
 ＪＩＣＡ北海道国際センター
 ユネスコ（釧路ユネスコ協会） ほか調整中

企業
 釧路コールマイン
 マルハニチロ北日本
 釧路製作所 ほか調整中

大学等
 北海道大学
 北海道教育大学釧路校
 釧路公立大学
 釧路工業高等専門学校 ほか調整中

行政機関
 北海道庁（釧路総合振興局）
 北海道教育庁（釧路教育局）
 釧路市役所 ほか調整中

人文
科学

社会
科学

自然
科学

多様な学問領域からアプローチ
現代的な諸課題に対応するため、大
学等で構成するコンソーシアムの支
援のもと、学際的な分野に関する学
校設定教科に関する科目と、「総合
的な探究の時間」や各教科・科目を
有機的に結び付けた探究的な学習を
重視した教育活動の展開

 学校設定科目「探究基礎」「探究ゼミ」等の開設
 大学等との連携による「出前授業」「講義の受

講」「講演会」等の実施
 企業等と連携した合同研究や商品開発等の実施
 自治体等と連携した施策改善に向けた提案等の実

施
 学習成果を発表する「探究サミット」の実施

コーディネーターの役割
 探究的な学習等の企画・立案
 生徒募集、広報活動
 関係機関との連絡・調整

コンソーシアム構成組織の役割
 探究的な学習等への協力（出前授業、

講演会、合同研究、施策提案等）
 高校の教育活動への指導助言

探
究
的
な
学
習
の
持
続
的
な
運
営
が
可
能
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令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【北海道大樹高等学校】
管理機関名：北海道教育委員会

【目的】
 現在及び将来の地域社会が有する課題や魅力に着目した実践的な特色・魅力ある学びに重点的に取り組むことにより、

地域や社会の将来を担う人材に求められる資質・能力を育成すること
 探究的な学習を重視したカリキュラム及び教育方法の開発に取り組むことにより、普通科を含めた他学科における「総

合的な探究の時間」など探究的な学習の充実に向けて牽引・先導する役割を担うこと
【特色・魅力ある教育の概要】

大樹スタンダード

大樹学ＰＬＵＳ

大樹高ＳＴＥＡＭ

ユニバーサルデザイン（個別最適化された学び）及びダイバーシティと
インクルーシブ（協働的な学び）による授業改善
（例）ワークショップ等による共生社会への理解の深化

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸや自立活動への支援等による望ましい人間関係の構築

コンソーシアムの構築方法

①
地
域
と
連
携
し
た
地
域
の
未
来
社
会
・
共
生
社
会
を
支
え
る
人
材
の
育
成

②
地
域
住
⺠
の
参
画
に
よ
る
学
校
と
地
域
の
相
乗
的
な
活
性
化
の
実
現

③
地
域
創
生
へ
の
高
校
生
の
参
画
に
よ
る
地
域
共
創
の
具
現
化

 「大樹学ＰＬＵＳ」における「夢叶えるプロジェクト  in   大樹」で協力いただいて
いる機関等でコンソーシアムを構築【コンソーシアムの迅速かつ円滑な構築】
 コーディネーターを配置【コーディネート機能の強化】
 コーディネーターを中心にコンソーシアムの構成員を拡大【連携・協働先の拡大に
よる探究的な学習など学校教育活動の充実】

（例）オフィスひびき、坂根牧場、大石農産、スペースコタン、インターステラテクノロ
ジーズ、メムアースホテル、大樹町商工会、地域おこし協力隊、室蘭工業大学など

地域社会が有する課題や魅力に着目した実践的な特色・魅力ある学びの実施
農業、漁業、商工業、観光、宇宙など多種多様な地域人材の参画が必要

コーディネーターの役割
 探究的な学習等の企画・立案
 生徒募集、広報活動
 関係機関との連絡・調整

コンソーシアムの役割
 探究的な学習等への協力（出前授

業、体験学習、ワークショップ）
 高校の教育活動への指導助言

地域探究学習と台湾大樹区国際交流を核とした多様性・共生社会の理解
（例）地域共創をテーマとした探究学習による主体的な社会参画意識や郷土愛の醸成

台湾見学旅行を核とした異文化体験による国際理解教育の推進
ＩＣＴを活用した台湾義守大学との交流による多様性・多文化共生の理解

高大連携や企業連携によるＳＴＥＡＭ教育の推進
（例）学校設定教科「地域社会」の科目「情報と宇宙」の開設

室蘭工業大学と提携した体験的な出前授業によるモノづくり人材の育成
航空宇宙産業関連企業との協働による航空宇宙分野に関する教科横断的な学び
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令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

岩手県立大槌高等学校が取り組む新しい教育への挑戦
管理機関名:岩手県教育委員会

事業の目的
必要性

［生徒の視点］多様な能力・適性、興味関心を持った生徒に対
しては一⻫授業では対応できず多様な学びを保証する個別最適
化されたカリキュラムや教育方法の検討が必要となっている。

［地域の視点］東日本大震災津波により甚大な被害を受けた大
槌町は真の復興を遂げるため、復興を担う人材の育成、地域・
社会教育の拠点としての高校の重要性が増している。

事業構想 大槌高校魅力化コンセプト「大海を航る大槌を持とう！」を全ての生徒が実現し、
「学ぶことが楽しい」「もっと学びたい」と思う魅力的な学びの環境を地域と共に創ります。

培う
資質能力
（仮）

自律

※詳細は地域やコンソーシアムでの議論を経て決定

・ジブンゴト（当事者意識）
・課題設定力
・自己調整（学び続ける力）

協働
・共感・相互理解
・OneTeam(地域の中での役割)
・リーダーシップ

創造
・レジリエンス（逆境）
・価値創造（半径50cm革命）
・チャレンジ

特色・魅力ある教育の概要 関係機関との連携・協働体制の構築方法

コーディネー
ターの配置

大槌町・認定NPO法人カタリバと連携し、高校へ派遣。新学科（地域社会学科：仮称）移行を目指すコンソーシアム体制の支援
、
特色魅力ある教育課程・教育方法の実現に向けたカリキュラム・マネジメント、探究教科のカリキュラム策定支援等を担当。

①生徒自らが選択・調整できる学び
生徒が学習する科目を自己決定し学ぶ意義や意味を見出す支援を行う
例：選択制の地域と協働した探究科目を新たに設置（家庭・音楽等）

②地域社会を舞台に学ぶ実践的な問いからはじまる探究
生徒一人ひとりの興味関心や問いからはじまる探究的な学びを支援
例：総合的な探究の時間の充実（５単位）、

５教科で本格実施する学校設定教科地域みらい学（12単位）

③放課後等の学校外に広がる探究的な学び
東大海洋研や地域の団体や事業所等、放課後の居場所と連携
した学び
例：東大海洋研と連携した「はま研究会」、マイプロジェクト等

④個別最適なリメディアル教育の実践
多様な能力や適性を持った生徒の学習進度に応じて、ICT等の新たな
教育方法を活用した学び直しを実践する
例：ICTドリルを活用した個別最適学習の時間確保

大槌高校
魅力化構想会議
（コンソーシアム）

大学

東京大学大気海洋研究
所
（はま研究会の設置）

行政

大槌町
（フィールドワーク・コーディ

ネーター配置等）

議会

大槌町議会
（SIMおおつち2030

の実施支援）

小中学校

大槌学園・吉里吉里学園
（総合探究の連携授業）

地域団体・企業

商工会・地元企業
（地域を舞台とした探

究活動の受け入れ）

保護者

小中高PTA
（探究活動への

保護者の理解）

コーディネーター
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令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【専修⼤学北上高等学校】普通科ディープラーニングコース・アクティブラーニングコース
管理機関名：学校法人北上学園

仮説１：スクールポリシーで定義した「８つの力」と「教科の学び」のつながり
を生徒・教員間で共有・意識する仕組みを創ることで、「なぜ学ぶか」
が明確化され、各教科・科目がより探究的になり、主体的で対話的な
深い学びが実現する

仮説２：普通科において「自らの学びを深め・それを社会につなげる時間」と
しての総合的な探究の時間を重点設置することで、一人ひとりの学び
が深まり、結果としてそれぞれの自分らしい進路の実現と持続的な研究
の実践につながる

仮説３：普通科において学校の特性を活かした「知を社会で活かす」地域科
目群を設定することにより、より主体的で深い学びが実現する

学校法人
北上学園

専⼤北上
高校

SVきたかみ

北上市

専修⼤学北上
福祉教育専門学校

協
定

協
定

北上
商工会議所

いわて
NPO-NET

サポート

市内
小中学校

市内
各企業

自治組織

NPO等

④推進体制
「探究」をキーワードにした
カリキュラム構築体制

「進化するコンソーシアム」

学校法人北上学園
専修⼤学北上高校

学ぶ組織
づくり私学経営 研究機関

DX

介護・福祉
保育・幼児教育

ビジネス
グローバル経済

アスリートを支える
スポーツの場づくり

地域づくり
運営指導委員会を中心。「探究」
をキーワードに多様な視点を融合
させるかたちで、本校独自の「学
び方」を構築します。

①本校の特徴〜「学び⽅」によるコース再編〜 ③本事業で検証する仮説

②本事業で達成したいこと

ダイバーシティ
ラーニング

多様な視点・それぞれの
ちがいを大切にした学び

３つの学びの実現～未来を創る力へ～

アクティブ
ラーニング

学ぶことそのものを楽しみ
豊かな出会いの中で

前向きにチャレンジする学び

ディープ
ラーニング

自らが課題の本質を見出し、
解決に向けた具体的な行動に

つながる学び

普通科

商業科

自動車科

2021年度
入学まで

普通科

2022年度入学生から

ディープ
ラーニング
コース
（DL)

アクティブ
ラーニング
コース
（AL)

グローカルビジネス科

自動車科

１年生 ２年生 ３年生

学問探究専攻

PBL専攻

福祉・保育・
幼児教育専攻

情報ビジネス専攻

スポーツ専攻

どの科・コースからも
選択できる

「自分らしい進路」の
実現

高校での
学びを活かした
大学進学

専修大学
石巻専修大学
附属高推薦
での進学

北上福祉
教育専門学校
へ進学・

専門職の道へ

高校で得た
知識をさらに
深めるために
専門学校へ

高校で培った
知識・技術を
もとに即戦力の
エンジニアへ

実践的な学び
と経験をもとに
ビジネスの道へ

「ＳＤＧｓ実現に向けた人材
育成推進に関する連携協
定」を締結している北上市
とともに直接的な事業に関
連する皆さまとコンソーシア
ムをスタートさせ、次年度以
降は、近隣小中学校との協
働など、より地域全体での
「未来を創る学び」の具体
化に向けた取り組みを進め
ていく予定です。

本校は2022年度より、普通科をディープラーニングコース、アクティブラーニング
コースの２コース制にコース改編します。
本校の改編のポイントは、生徒ひとりひとりの「未来を創る力」を育むことです。そ
のためには、①自分の学びたいことを自律的に深められる ②学びたいことと地
域・世界がつながり学ぶことの意味が見える ことが大切であると考えます。その
ため、１年次から自走を前提とした取り組みを展開します。この取り組みの結果を
踏まえ、２０２４年度以降の学際領域学科および地域社会学科への移行の検討を
行います。
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①地域での学びを、既存の地域創造・科学創造の両コースを融合させた教科横断的・系統的な学びのカリキュラムとして再構築
②ARTをアイディアを形にする力ととらえ、成果を地域に還元
③プロジェクト型学習をベースに地域企業や専門機関と連携したプロジェクトを実施
④実施プロジェクトを教材としてパッケージ化し、他校との協働で拡散に取り組む ※下図の番号と連動

①
④

③

①

③

③③

③

②

探究創造科の設置目的

④

令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【浜松学芸高等学校】探究創造科（新設）
管理機関名：学校法人信愛学園
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令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【三重県立上野高等学校】
管理機関名：三重県教育委員会

１．探究を核とした教育課程の実現
２．文理が融合した新たな学びの実現
３．地域に根差した教育の実現

１．外部の教育力の活用
２．オンラインを活用した学びの充実
３．学校を越えた高校生等との協働

学校設定科目「みらい探究F」における探究活
動を補完する以下の取組を各学年で実施！
・SDGsに関する学習
・プログラミングや日常に潜む数理の学び
・ＳＴＥＡＭリテラシーの育成に係る学習
・探究のまとめ、外部機関等における発表

伊賀から起こす学びのイノベーション

学
び
の
２
本
柱

１．新しい時代に対応した
カリキュラム及び教育方法の開発

２．探究共創ネットワークの構築
〜伊賀から世界へ〜

学校の枠組みを越えるだけでなく、県外や
海外をフィールドとした学びを実施！
・オンラインを活用した海外の学生等との交流
・探究共創ネットワークへの参画
・忍者をはじめとする伊賀の伝統を世界へ発信

「社会の形成者としての自覚と責任を持ち、
他者と協働しながら、解決に向けて主体的に行動する力」の育成

「国内外を学びの場とした探究プログラムの開発」を柱とした教育課程の編成

伊賀を想い，世界を見据え，社会の課題に挑戦し続ける人材の育成

12



（１）授業が変わる
◆自分で問いを立てることを楽しみ，また多様な仲間との対話・協働，

自身が学び方を選ぶ場面などを通して，生徒が自分で考える授業を
展開する。

◆そのための施設として，普通教室４つ分の広い学習空間・ラーニン
グポッド（L-pod）を整備し，自由な発想で学べる環境をつくる。

（２）魅力あふれる京都をフィールドに実践する探究活動
◆京都の企業，大学，地域，行政等と連携し，多様な人々と対話する

ことで生徒の興味・関心を広げる。
◆地域・社会と協働して探究を行うなど経験を積み，自分たちでも未

来を創造し，新しい価値を生み出すことができるという志を育む。

（３）生徒が夢中になれる課外活動
◆総合的な探究の時間等で見つけた興味・関心を専門的・発展的に深

める課外プロジェクトや，生徒がやってみたい活動を企画・運営す
る「New HORIZON Day」，またボランティア活動などに挑戦する。

◆夢中になって活動を創り上げることで，更なる主体性を伸⻑する。

令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【京都市立開建高等学校】地域社会学科（令和５年度）
管理機関名：京都市教育委員会

（Learning-podイメージ図）

学校×社会で育成する「自らの成⻑とともに他者と協働しながら，よりよい未来社会の創造に主体的に取り組む人物（＝協創者）」

現在の
課題

・学びに対する生徒のモチベーションが高めら
れていないこと

・主体的に考え行動する力の育成ができていな
いこと

・学びのモチベーションを高める探究的な学びを重視した
カリキュラムの構築

・京都の都市特性を最大限に活かし，未来を創造する力を
育む教育活動の確立

研究開発
の目的

特色・魅力ある教育の概要 関係機関との連携・協働体制の構築方法

＜構成団体＞
・経済団体関係（京都商工会議所，京都経営者協会，京都

経済同友会，京都工業会）
・大学関係（大学コンソーシアム京都）
・行政関係（京都市立高等学校⻑会，京都市教育委員会，

京都市産業観光局）

◆高等学校コンソーシアム京都が学校，社会それぞれと深く関わり，
連携先の紹介・提案等を通して，学校と社会を一体の学びのフィー
ルドとする教育活動をコーディネートする。

◆その他，開建高校が立地する南区関係者を中心に構成され，高等学
校コンソーシアム京都もオブザーバーとして参画する学校運営協議
会とも，連携・協働体制を構築。

京都市立開建高等学校

＜学びのフィールド＞

魅力あふれる京都

高等学校
コンソーシアム京都

（コーディネーター兼職）
・グループワークの
最中に，一部生徒

 を集めてミニ講義。
・可動壁を動かして
ホワイトボードとし
て利用。

たとえばこんな使い方

●　　○○○
　　　○○○　　　　　　○○○○
○○○○○　　　　　　　○○○
○○○○
○○○　　　　　　○○○
　　　　　　　　　　　○○　　　　　　●

　　○○○○　　　　　○○○○
　　 ○○○　　　　　　　○○○

○○　　　　　○○○
○○　　　　　○○○　　　　　○○○
○○　　●　　○○　　　　　○○○○
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令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【兵庫県立柏原高等学校】地域社会学科

管理機関名：兵庫県教育委員会

丹波からTAMBAへ・自己理解と他者理解の螺旋
地域力を活用した、「多様な価値観を共有する人材」を育成する教育課程の開発

多様な価値観を共有する人材の育成

海外協力校

丹波市教委

大学丹波市

同窓会

地元企業

NPO法人等

農業関係者

商工会

３年間のミッション
○地域資源を活かした新学科の意義を明確化
○学校教職員とコーディネーターの協働体制構築 → 校内分掌改編
○生徒の学びに対する意識変容 → 受動的な学びからの脱却

学科＼学年 １年 ２年 ３年 合計

普通科新学科 40 40 40 120

普通科 160 160 160 480

共生社会で
行動できる人材

丹BALⅡ
・興味のある分野を選択
（地域・海外・OB等との連携・協働）
・地域をフィールドにした実践

丹BALⅠ
・学びの本質を理解
・先人からの知恵や叡智の教授
・地域・学問の情報提供

（教員・地域）

コーディネーター・教職員
丹BALⅢ
・多様な価値観の解釈
・論文作成・発表
（主体的な外部発信）

生徒

生徒

生徒

卒業生等

探究の基礎・基本

探究活動の地域実践

学びの深化

調査・実践

生徒の自己評価
（資質能力ベース）
教職員の自己評価
（専門性の活用・深化）
地域社会の協働評価
（チャレンジできる土壌）

たん   バル

同窓会

●柏原高校のミッション
・地域を支える人材育成
・全国、世界で活躍するリーダー育成

●めざす生徒像
・主体的に物事にチャレンジする生徒
・多様な価値観を理解し、協働する生徒
・地域課題解決に寄与する生徒

●地域のポテンシャルを活かし、地域を知る
地域探究を通して自分を知り、
地域に貢献できる力を養う

オール丹波で生徒とともに学ぶ集団
⇒コンソーシアム

地域理解力・発案力を養う

実践力・表現力・共感力を養う

チャレンジ力・発信力を養う

！

地域

地域

生徒

教員

地域と学校を繋ぐ役割
カリキュラム開発
⇒コーディネーター

地域
生徒

教員

対話
生徒を成⻑させる
学びのプロ⇒教員

コーディネーター

地域

教員
コーディネーター生徒教員

コーディネーター
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令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【兵庫県立御影高等学校】学際領域学科
管理機関名：兵庫県教育委員会

育てたい力

学科独自の学び

   

      

３年（探究活動のまとめ）２年（スパイラルに探究活動を実践）１年（探究活動の基礎固め）

SDGsミニコミ誌づくり
テーマプレゼンテーション
SDGs探究プロジェクト入門

デザイン思考講座
「課題の最適解決を図る思考法」

選択STEAM教育講座
「文理・教科横断型の講座」

データリテラシー向上講座
「データの分析・表現の仕方」

SDGs探究プロジェクト実践 
大学生とチームを組んだ、
 プロジェクト実践型の探究活動

論文作成
  教科横断型オムニバス授業
  ２年生の探究活動のメンター

※写真はイメージ

価値を見つけ生み出す感性
価値を見出す力・好奇心・発想力

リーダー性・フォロワーシップ

読解力・データリテラシー
数学的思考力・科学的思考力
現状分析力・実行力

発信力・対話力・創造性・構成力

主体性

育てたい生徒像
未来の自分を見据え、自ら問
いを立て、主体的に最後まで
粘り強く取り組むことができ
る生徒

価値観の多様性を認め、誰と
でも力を合わせて協働し、社
会のリーダーとして活躍でき
る生徒

現状について正確に把握・分
析し、見つけた課題を正しい
知識や情報をもとに解決でき
る生徒

力強い一歩を、情熱と知的好
奇心とをもって踏み出し、失
敗を恐れずに挑戦・発信でき
る生徒

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
活
躍
で
き
る
生
徒

協働性

課題解決能力

言語表現スキル

・SDGsの実現やSociety5.0の到来。
・文系、理系の知識・思考だけでは対処

できない課題が多いが、文理を超えた
学びが展開されていない。

・課題を一面的に捉える傾向がある。

社会が抱えている課題

学校行事 ・ 学科独自行事 ・ 課外活動

各教科の学び

大学
国際NPO

学際的学びを新たに行うための高等教育機関や研究機関等との連携依頼や連絡調整、地域課題に係る探究活動充実のための行政機関や企業等との連絡調整、学科内容の周知・広報の検
討、校内組織体制の整備等に加え、年数回開催予定のコンソーシアム会議・カリキュラム開発会議等、連携機関等との会議運営に携わり、学びの共創・事業全体の活性化に寄与。

行政・地域NPO
★Colorbath

★神⼾市東灘区役所
★コミュニティ・サポートセンター神⼾

★神⼾大学・甲南大学
京都大学・関⻄学院大学

スクールミッション
達成

文・理の枠組を超えた高次の認識
多面的な認識・メタ認知能力

多様な認識

研究機関・博物館
企業等

３ケ年実施計画

★兵庫県立人と自然の博物館
兵庫県立大学自然・環境科学研究所

神⼾市立森林植物園

★株式会社ウエルアップ
ライフデザイン研究所FLAP 

★株式会社ISA

自
走
化

【令和４年度】学科設置準備 【令和５年度】学科設置準備 【令和６年度】学科設置初年度

学
科
の
軸
と
な
る
学
び
の
科
目

コーディネーターの業務

探究を軸とし、人文科学・
社会科学の学びに加え、自
然科学分野も取り込んだ学
びを展開。課題に協働的に
取り組む学びを実施する。

学科の特色

年３回の事業指導委員会による成果の検証・助言のフィードバック 他校・他地域に向けた成果発信

文理の枠を超えた学びを通し、広い価値を創造する“Society5.0の時代に求められる生徒”を育てる学際領域学科の創設

大学や研究機関、NPO等と
コンソーシアムを創設。学
びの共創による学科独自科
目を展開。体系的に学びを
深め、多様な認識を育てる。

総合人文コース15年間の実
績を活かし、ワークショッ
プ、STEAM講座、講演等、
学科独自の取組を実施。生
徒の資質・能力を養う。

学科独自科目を通じて培っ
た思考力・判断力・表現力、
学びに向かう主体性や協働
性を活かし、幅広い価値創
造ができる人を育てる。

関係機関の連携協力による教育活動実施新学科カリキュラム開発 関係機関と連携体制構築 入学者選抜の検討

クリエイションⅠ

クリエイションⅡ

文理探究基礎

クリティカルシンキングＡ

探究英語Ａ

クリティカルシンキングＢ

探究英語Ｂ

学術論文に関するワークショップ  論理論証モデルに関するディスカッション  現代社会の諸問題に関する論述トライアル

文理探究実践 文理探究発展

連携機関（★はMIKAGEコンソーシアム参画機関）

連携協力のもと、学科の特色ある学びの先行実施 県外高校との発表会 広報活動
特色ある学びの先行実施
校内体制の整備 発表会 新カリキュラム実施に向けた校内体制の整備

アカデミックリサーチ 
  文理融合の学際的なテーマに基づいた
  専門性の高い探究活動

大学等での研究発表大学生とのチーム探究

外国人留学生とのワークショップ

共通テーマに関するディスカッション      ミニ・リサーチ活動 プレゼンテーション

ファシリテーション講座          グローバル／ローカルリーダー論講座

多角的思考の実践・分析的思考の実践
Society5.0で求められる読解力の向上

リサーチ活動の深化 ディベート
  論文発表海外の方との

ワークショップ
企業の方を
招聘した講演会

カリキュラム開発会議
連携強化
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令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）管理機関名：和歌山県教育委員会

地域の様々な教育資源を活用し、自らの在り方・生き方としっかり向き合い、確固たる世界観や価値観、変化に柔軟に
対応していく力、将来への展望等を併せもつ、Society 5.0 を生き抜くために必要な力を育成する

≪設置の目的≫

清流古座川、ラムサール条約登録地である沿岸海域のサンゴ群落、世界遺産として登録された紀伊山地の霊場と参詣道、南紀熊野ジオパーク、
⺠間ロケット発射場「スペースポート紀伊」、1890年のエルトゥールル号遭難事件以来のトルコとの交流など、地域の多様な教育資源を活用
し、「宇宙探究コース」「地域探究コース」の２つのコースをもつ新たな普通科の設置に向けた調査研究を段階的に実施する

特別講演・校外研修（宇宙・地域の学び）

【令和４年度・５年度】
 「総合的な探究の時間」における地

域探究学習（ジオパーク・環境・歴
史・文化・宇宙・ロケット等）

 地域資源を活用した学校設定科目の
充実（既存科目の見直し、新設等）

 地域と連携した特別活動・課外活動

【令和６年度】
 新たな普通科の新設

宇宙探究コース

R４ R５ R６ R７ R８

• 学科の枠組み
• カリキュラム編成
• 教科・科目の内容

 などの調査研究

【ロケットのイメージ ※スペースワン社提供】

２年間

≪ロードマップ≫
東京大学

関連企業

串本古座高等学校
地域協議会和歌山大学

JAXA

研究機関

≪関係機関との
連携・協力体制≫

串本古座高等学校

町・町教委・商工会・観光協会
JA・森林組合・漁業組合など

宇宙教育については、関係機関の中から
「宇宙教育検討会議」を組織し、学習内
容や教材、指導計画等を検討

地域社会学科（仮称）
地域探究コース

【串本町 橋杭岩】

最先端の学び
×

地域の学び

令和６年度入学生からの「宇宙探究コース」「地域探究コース」の設置に向けて、段階的に調査研究を実施
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目指す人材像

和歌山大学 東京医療
保健大学

和歌山県⽴
医科大学

南紀熊野
ジオパーク
センター

実践⼥⼦
大学

ヤマネ・
いきもの
研究所

新宮
ユネスコ

協会

和歌山県
世界遺産
センター

コンソーシアム

物事を多⾯的、包括的に捉え、⼈や⽂化を大切にできる⼈材 地元地域や国内外でリーダー・イノベーターとして活躍できる⼈材

創造的・批判的思考⼒

協働⼒・コミュニケーション⼒・語学⼒

判断⼒・課題解決⼒・提案⼒

市⺠性・豊かな⼈間性情報活⽤⼒

運営指導委員会

気づきや問いに誠実に向き合う
広く深い学びの実現

総合的な探究
の時間

学校設定科目
『熊野クリティカル

シンキング
（熊野学）』

教科横断型
授業

国⽴スポーツ
科学センター

学びを深め、
教科の枠を超える

授業

①熊野を知る
・熊野の自然・歴史・⽂学等、

過去・現在の熊野について
知る

・外から熊野を⾒る
↓

②世界を知る
現代社会のありようを幅広
い視点で捉え、特質や課題
に迫る

（講演・研修・新聞学習等）
↓

③考える
多⾯的・総合的に考える

↓
④⾏動する

☆ 視野を広げ、学び方や
考え方を学ぶ

①熊野に触れ、これからの
熊野を考え、世界に発信
する

 「歴史・⽂化」
「地域経済・産業」
「観光」
「地域医療・福祉」
「教育」「防災」
「宇宙」「海洋資源」
「環境保全・再生可能エネ

ルギー」など
②SDGsの観点、

Society5.0の到来を意識
し、「新しい価値の創
造」、「持続可能性」を
実現する

☆「熊野」にかかわる
学際的な学び

蘇りの地「熊野」〜くまのSpir itで新時代を創る︕〜
令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）管理機関名：和歌山県教育委員会
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令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【和歌山県立橋本高等学校】学際領域学科（仮称）
管理機関名 和歌山県教育委員会

別
紙

様
式

3

グローバル人材として活躍できるよう、コミュニケーション能力の育成を目指し、地域を含めた日本各地、また世界各国の社会人
や高校生など、自分たちとは違う立場や環境にある人々との交流や、自分の研究について討議することで、多角的視点からの考
察に基づく課題発表を実践する。

教育の概要

目的：変化する社会の課題に対応し、自己有用感を持ち社会貢献できる人材を育成する

「世紀の空」開講に向けた研究･コンソーシアムの構築 学際領域学科（仮称）開設
学校設定科目「世紀の空」開講

（３年間３単位）

関係機関との連携・共同体制
コンソーシアムの構築

世紀の空推進委員会
事務局

（コーディネーター配置）

運営指導委員会

和歌山大学
専門機関

橋本市役所
株式会社 ＪＴＢ

地域等

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター
日越関⻄友好協会

国際協力機構（JICA）

国際機関

タイム
スケジュール

「世紀の空」の概要

○総合的な探究の時間・各教科との連携
○他府県の高校生や国内外で活躍する社会人との討議
○海外の高校生に和歌山の世界遺産や産業を英語で発信
○「ＳＤＧｓ」をテーマとして課題設定し企業や大学と討議
〇地域→他地域→社会全体・世界全体と段階的に範囲を広げ、

課題発見力を高める

多様な価値観との出会い、研究の深化、発表能力の向上
複合的視点で課題解決の方法を模索・発信

人間関係形成
・社会形成能力

他者の考えや立場を理解するとともに、自身の状況を受け止
め、役割を果たしつつ他者と協力・協働する力

自己理解
・自己管理能力

自己と社会との相互関係を保ちつつ、主体的に行動すると同
時に、自らの思考や感情を律し、かつ、今後の成⻑のために
進んで学ぼうとする力

課題対応能力 様々な課題を発見・分析し、複合的視点から解決することが
できる力

育む力 各力の概要
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令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【島根県立隠岐島前高等学校】
管理機関名：島根県教育委員会

生徒が育つ・探究を支える学びの環境づくり

挑戦の連鎖を生む安心安全の土壌 ／ 協働を生む多様性の土壌

問う・問われる対話の土壌 ／ 地域や社会に開かれた土壌

＜地域・社会に開かれたカリキュラム・マネジメント＞

探究学習と各教科の融合で実施する「グローカル未来探究」

離島発 「グローカル人材」 育成のための「教科・探究学習が有機的に融合したカリキュラム」の開発

さらなる専門性、さらなる経験、さらなる志

地域内外の
人的・物的
リソースと
積極連携

意志ある未来のつくり手

学校全体および事業対象の生徒数
学科＼学年 １ ２ ３ 合計

普通科 51 58 55 164

＜育てたい人材像＞

グローカル人材の育成

地球的視野で考えながら、足元から実践していける人材
ふるさとや地域を想いながら、実践家として活躍できる人材

探究的学習力

批判的思考力、省察力等

多文化協働力

受容力、対話力、共創力等

 

主体的行動力

行動力、粘り強さ等

社会的自立力

グローカル意識、参画意識等

未来社会の担い手となる『グローカル人材』に必要な４つの資質・能力

80項目からなる『魅力化評価システム』で生徒の成長・課題を把握し、カリキュラムの改善を図る

＜SGH・地域との協働による高等学校改革推進事業での実践を最大限に活用＞

グローカルなフィールドでの地域課題解決・価値創造型探究学習

学校全体で推進する「学校経営目標推進委員会」の設置
学年単位で推進する学年部＋コーディネーター

地域内外の
人的・物的
リソースと
積極連携

各教科が
小中高が
積極連携

各教科が
小中高が
積極連携

『グローカル人材』の育成を支えるコンソーシアム

島根県教育委員会、隠岐島前高等学校、一般財団法人島前ふるさと魅力化財団、

隠岐國学習センター、海士町、西ノ島町、知夫村および三町村教育委員会、地元住民ら で構成

『チーム地域』
による協働

土壌づくりに
地元住民も参画

大人の
土壌も
調査

気づく

考える

話し合う
実践する
巻き込む

振り返る
隠岐島前高校の
学びのサイクル

『行動と内省』
Action＆Reflection

積極的な卒業生の還流創出

全国にいる卒業生との
つながりをつくり直し、
『グローカル人材』と
していつでも島前地域
に還れる仕組をつくる

本構想における達成目標

４つの資質・能力にお
ける「自己能力認識」
で肯定的意見75％以上、
同じく「行動実績」で
80％以上を目指す

成功する
失敗する

隠岐島前高校のカリキュラム
「グローカル未来探究」

島根大学・島根県立大学 等

地元三町村小中学校

【1年次】共通カリキュラム

地域・自分・仲間を知る

【2・3年次】普通科・地域共創科

＜普通科＞探究性重視

教科の学びを中心に地域探究
実践に活かす普通科

＜地域共創科＞社会性重視

圧倒的な地域実践を中心に教
科の学びを接続する共創科

各
教
科
と
の
融
合
・
異
校
種
と
の
協
働
で
実
現
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令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）管理機関名：愛媛県教育委員会

【愛媛県立三崎高等学校】地域社会学科（令和６年度設置予定）

地
域
社
会
学
科

教科等横断型授業

１年次「地域理解」
◆ 地域⾒学 ◆ 地域拠点での交流
◆ 異年齢者交流 ◆ インターンシップ

２年次「地域課題の発⾒・解決」
◆ 課題別研究 ◆ 県外視察研修
◆ せんたんミーティング ◆ 個別探究活動

３年次「起業家育成」
◆ 起業プランの作成 ◆ 研究成果発表会
◆ 他校との連携活動

地域社会に開かれた教育課程

地域⽂化と国語（3年）

充実した教科学習
（１〜３年）

トライブラーニング（2・3年）

未咲輝学（１〜3年）

郷⼟芸能概論（１〜3年）

総合的な探究の時間
（１〜３年）

特
色
あ
る

学
校
設
定
科
目

オンリーワンのカリキュラムを開発 地域との連携をさらに強化

コーディネーター
・新カリキュラムの研究開発
・年間指導計画の作成
・地域と学校との連携の推進
・地域特別講師ＤＢの運用
・県外生徒募集のサポート

愛媛県立三崎高等学校

コンソーシアム

大
学
生
等

地
域
企
業

公
営
塾

地
域
住
民

伊
方
町

Ｎ
Ｐ
Ｏ

地域特別講師
データベース

運営指導委員会愛媛県教育委員会
（管理機関）

●変化の激しい社会を生き抜くことができる人材の育成
➣地域探究活動を通した「生きる⼒」の育成
➣教科横断的な学びによる「多⾯的に学び、考える⼒」の修得

●地域社会とつながる人材の育成
➣他者と協働し、自走するブーメラン⼈材
➣新たな価値観や生き方を生み出す「デザイン思考」の醸成

   ●地域社会学を教育課程に位置付けたSTEAM教育・キャリア教育の推進
➣データサイエンスやプログラミング教育を学び、RESASなどのビッグデータを利活⽤
➣地元企業・自治体と連携したインターンシップや進路相談会などの実施
➣地域活性化につながる起業家育成プログラムの実施

表現⼒
判断
⼒

実践⼒調整⼒

コミュニケー
ション⼒

論理的
思考⼒

計画⼒
課題解決⼒

みさこう
STEAM教育

これまでの７年間の地域探究活動の取組を基盤とした、先進的な「地域社会学科」を設置 「輝く未来を咲かせよう」
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各教科における学び

「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」

国立研究開発法人海洋研究開発機構高知コア研究所
土佐清水ジオパーク推進協議会
高知大学
高知工科大学
沖縄科学技術大学院大学
土佐清水市 等

一様序列主義とダイバー
シティ ➡ジョン万次郎
出生地である土佐藩と当
時のアメリカ社会、そし
て現代の日米社会におけ
る人権について対比研究
する。

科学技術の諸相と課題
➡現代の科学技術の諸相
と課題について、ジョン
万次郎がみた19世紀当時
のアメリカ産業社会の観
点からアプローチする。

帝国主義とウクライナ侵攻
➡ジョン万次郎帰国の要因
が開国を促すとされている
が、当時の帝国主義とロシ
アによるウクライナ侵攻を
比較研究する。

海の豊かさと環境問題
➡19世紀における捕鯨に
よる生態系への影響を明
らかにしたうえで、今日
のグローバルな環境問題
について考察する。

探究テーマ例

大学・研究機関・先端企業との連携

主体的・対話的で
深い学びの実現

資質・能力の育成

〈現状〉
・視野を広げる学び、頭を鍛える学

びを享受できていない。
・よりよい社会と豊かな人生を創り

出していく力が未形成である。
・主体的に人生を切り開いていく意

志が確立できていない。

①自然科学、社会科学、人文科学の各分野について、横断的に学び、専門性にとら
われない柔軟な思考を身に付けている。
②課題や目的を自ら設定し、国際的な視野で問題を解決しようとする態度を身に付
けている
③多様な他者と協働して新たな価値を創造する力を身に付けている

【総合的な探究の時間】

人文科学的探究

コンソーシアム

目 標

①特定の分野に偏らない学びを
実現させるため、文理融合し
た教科横断的なカリキュラム
を開発する。

②最先端の科学を学ぶため、自
然科学・社会科学・人文科学
等の分野について、大学、研
究機関、官公庁、⺠間企業等
と連携する。

③国際的な視野を身に付けさせ
るため英語教育を充実し、国
際交流を促進する。

④コンソーシアムと連携し、学
校内外が一体化した教育活動
を行うことで、社会に開かれ
た教育課程を実現する。

教科を横断した学際的な学びを実現

・「The Destiny of a Castaway JOHN MANJIRO」
等を通して、ジョン万次郎のストーリーについて分
析・考察する
・SDGsの視点から、グローバル課題やSociety5.0
の実現に伴う課題等を考察する

社会科学的探究社会科学的探究 自然科学的探究

コーディネーター

・国際交流の推進
・大学・地域等との折衝
・カリキュラム開発の支援
・授業改善の支援

・最先端の科学技術について連携
・カリキュラム開発の支援 ・未知なる分野に挑戦する

ことができる創造的な知
識・技能

・現代的な諸課題について、
自らで課題を設定し、実
相を多角的・多面的に考
察する力

・自身が国際社会に生きる
一員として自覚し、今後
の科学技術の発展に寄与
しようとする態度

育成を目指す資質・能力

目指す人物像 21世紀のジョン万次郎

体系的・理論的に「知識習得方法」を習得
〔メタ認知を通じて、知識・技能、思考力・判断
力・表現力等、学びに向かう力・人間性等をバ
ランスよく接続して育成〕

【学校設定科目】
科学基礎Ⅰ
科学基礎Ⅱ
科学基礎Ⅲ

令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）管理機関名：高知県教育委員会
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令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【福岡県立八幡高等学校】学際領域学科（設置（令和6年度））
管理機関名：福岡県教育委員会

学際領域学科設置の目的 関連機関との連携・協働体制の構築方法
持続可能な社会をしなやかに根気強く創ろうとする人材の育成

新たな知を生み出す柔軟な創造力

知の統合

自然科学系 人文社会学系
架橋

特色・魅力ある教育の概要

学校設定教科
「知の統合」

教科科目横断型授業

総合的な探究の時間
「夢現プロジェクト」

ボーダレスな課題を
分析し真理を
見極める視線

複数の教科科目を融合
・学問と社会の繋がりの実感
・学問の意義の感得
・多角的な視点・思考の獲得
・知識から知恵の創造
・高度な思考力・判断力・

表現力の育成

SDGsの達成に向けて
・課題探究的な学習
・計画に基づく実践行動
・成果発表会とコンテスト

への参加
・主体的な行動力と旺盛な

学びに向かう力の育成

往
還
・
相
乗
効
果

運営指導委員会

指導・助言

八幡高校

コーディネーター

企業・高等
教育機関

国際機関 地域

行政機関
教育委員会

・SDGsの目標達成に
向けた指導助言

・学際的学びに関する
指導助言

・国際的活動を行っている団体による
情報提供と専門的知見の深化

・社会の実態の情報提供
・政治行政的知見の深化
・カリキュラム編成の

指導助言

・夢現プロジェクトを介した
学校と地域との連携

コンソーシアム
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学校を支援する人材

令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）北九州市教育委員会

【北九州市⽴⾼等学校】地域社会にかかる新学科を設置（令和６年度予定）

● 市内唯⼀の「市⽴」⾼等学校である強み
・市⽴⼩・中・⾼と系統的な学びが可能
・北九州市役所の様々な部署（産業経済局、環境局等）との連携、協⼒体制を構築

（多種多様な分野の外部⼈材、企業等との連携が可能）
● 「産・官・学・⺠」が連携して世界の環境都市に成⻑した実績
・「産・官・学・⺠」の⼒で公害を克服した実績（ピンチをチャンスに変えてきた「市⺠⼒」の精神）
・環境モデル都市、環境未来都市、SDGs未来都市等の取組を通じて、シビックプライドを醸成（北九州市⺠であることの誇り）

「北九州市立」だからできること

探究的な学習活動の充実
（PBL、STEAM等の手法を⽤いた学び）

SDGsをテーマに3年間に渡る学習を可能。学校内外の資源を活⽤し、専⾨家による
研修などを通じて学習活動を充実

(仮称)「市⾼タイム」の導入
 資格講座、⼩論⽂講座、地域活動、部活動等を選択でき、自分の裁量で学べる
個別最適化された学習環境を提供

地域を支える人材

「産・官・学・⺠」連携によるコンソーシアム

コーディネーター 運営指導委員会
・外部との連携調整
・考察のみならず、事業化

などの視点も取り入れた
カリキュラムの開発など

事業の目的・年間計画
等の検討・承認

地域住⺠
企業、大学、行政

地域に愛着を持ち
地域に貢献する人物

創造性や行動力を
もった人物

地
域
か
ら

地
域
へ

・生徒のキャリア育成
・地域人材の育成
・主権者教育
・小中高大の連携
・持続可能な地域との協働学習

市⺠からさらに愛され、選ばれる学校へ

学びたいことを
積極的に提案

（主体性・企画⼒）

提案に応じた
学校支援

主体性・企画力・協働する力を持つ生徒の育成

情報ビジネス科
との協働・交流

(商業のノウハウなど)

OECDより「SDGs推進に向けた
世界のモデル都市」に選定

学校設定の独自教科を新設
企業や大学の協⼒と、情報ビジネス科との連携の下、社会問題・社会課題をビジネス
の視点から着目し、解決に導くことを目指す。 地方創生、新たな産業の創出

SDGsの視点から社会課題を捉え、探究活動と「産・官・学・民」の連携によって社会変革と
ビジネスの一致を目指すとともに、未来の社会や世界をけん引する力を備えた若者を育成します。

新学科の目的：
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令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【⻑崎県立松浦高等学校】地域科学科（地域社会学科）（令和４年度設置）
管理機関名：長崎県教育委員会

地域社会の未来を担うリーダーの育成
～目指す資質・能力の涵養と地域活性化への貢献～

Ⅰ 生徒個々のキャリアプランに基づく進路希望の実現
Ⅱ 中学校、大学等との協働による地域活性化への貢献
Ⅲ 県内外の「地域高校」との連携等による学校活性化

目
的

目
標

育成を

目指す

資質・

能力

実施計画に基づき、次の①～⑥の資質・能力の育成を図る
Ⅰキャリア形成力（目標の実現に向けて努力を続ける力）

①キャリア・プランニング力 ②自ら学び、行動する力
③課題分析・解決能力 ④コミュニケーション力

Ⅱ責任言動力（⑤責任感と品性ある言動）
Ⅲふるさと貢献力（⑥ふるさとへの貢献意欲）

実
施
計
画
（
内
容
・
方
法
・
体
制
等
） 

成
果
指
標

生徒の自己有能感
を高める教育活動
と学習評価を一体
的に行うカリキュ
ラムの研究開発

地域及び学校活性
化を図る教育活動
等への支援体制
（コンソーシアム
等）の構築・充実

3
ヶ
年
の
実
施
計
画

計
画
Ⅰ

実施内容

育成を目指す資質・能力を生
徒が獲得するため、各教育活
動の充実と学習評価（ルーブ
リック評価規準）の活用を一
体として進める

成果指標

○キャリアプランを踏
まえた、進路希望実
現率（％）

※キャリアプラン策定
及びその実現に向けた
プロセスを併せて分析

計
画
Ⅱ

まつナビ・プロジェクト（地
域課題解決型学習）での探究
活動及び地域の中学生・高校
生のキャリア形成力育成を図
る活動への支援の充実を図る

計
画
Ⅲ

○発表会等において、
地域活性化への貢献
度が高いと認められ
た研究プロジェクト
数の割合（％）

県内外の「地域に
根ざした高校」の
ネットワークの構
築と協働による、
参加各校の活性化

目指す資質・能力の獲得に向
けた生徒の意欲を高めるため、
県内外の「地域における学
び」を推進している高校との
連携・協働研究等をすすめる

○育成したい資質・能
力に関するルーブ
リック評価規準の到
達度における生徒自
己評価の平均値

○県内外の連携校数

令和４年度 令和５年度 令和６年度

計画Ⅰ
各教育活動ルーブリック評価規準作成・
実践・改善

キャリアプランの作成状況を踏まえたルーブリッ
ク評価規準の検証・改善、各教育活動への反映

計画Ⅱ
中高・高大職連携の推進とその効果等の
検証に基づく連携体制の在り方を含む改
善

前年度の検証等を踏まえた支援体制の充実と
生徒の探究活動等への支援の検証・改善

計画Ⅲ
「地域高校」ネットワークの構築・交流
開始

「地域高校」ネットワーク参加校における協
働活動の推進

実施方法等 実施体制等

１回生のキャリアプラン実現に向けたプロセス
の検証等による総括、次年度以降の計画策定

地域・学校活性化に向けた、3年間の生徒支援の
検証等による総括、次年度以降の計画策定

「地域高校」ネットワークの3年間の取組の検
証等による総括、次年度以降の計画策定
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グローカル
共創探究

主体的な
社会貢献

↓
地域創生へ

他学科への
波及効果

共創パートナー
行政

企業、事業所
大学

デザイン
思考

プレゼン力
対話力

ITスキル創造力

令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【宮崎県立飯野高等学校】
管理機関名：宮崎県教育委員会

既存のコンソーシアムである「飯野高校を守り育てる市⺠の会」を中心に、
えびの市、市内各団体、企業（事業所）などと新たな連携協定を結び、新たに
配置するコーディネーターにより新学科における学びの構築と支援を行う。

地域社会学科設置の目的
本校が所在する宮崎県えびの市でも、地域社会で直面する様々な課題の解決

に向けて、地域と学校が協働して新時代の人材を育成する取り組みの強化を図
ることが必須となっている。

本学科は、グローカルな視点で地域課題を俯瞰・分析し、解決に向けてアク
ションを起こす人材を育成するため、創造的なカリキュラム開発により以下を
実現する。
①学校と地域が共育して次世代に必要な力を育成する学びへ転換
②画一的な普通科の在り方を見直し、共学・共育により教育マインドを転換
③地域社会の様々な分野におけるリーダーを育成する地域創生の拠点を形成

特色・魅力ある教育の概要

関係機関との連携・協働体制の構築方法

コーディネーター

行政 高校

地域

○地域との連携体制の構築支援
○教育プログラムの開発支援
○地域課題解決学習への支援

・高校生の地域参画による活性化
○飯野高校への国内留学生の受入体制

○探究活動における支援体制の整備
○地域サポーター（客員教員）制度
○カリキュラム開発における助言・支援
○学校の枠を超えた日常的な活動支援

コーディネーターを核とした連携・協働体制（案）

○カリキュラム開発の支援 ○学校設定科目カリキュラム開発
○事業統括、企画立案

構成団体
・えびの市地域婦人連絡協議会
・えびの市高齢者クラブ連合会
・えびの市議会
・えびの市成年連絡会議所
・飯野高等学校PTA
・飯野高等学校同窓会
・えびの市子ども育成連絡協議会
・えびの市中学校校⻑会
・えびの市教育委員会
・えびの市体育協会
・えびの市自治会連合会
・えびの市社会福祉協議会
・えびの市PTA連絡協議会
・えびの市農業協同組合
・えびの市⺠生委員児童委員協議会
・えびの市商工会
・えびの市教育・保育施設園⻑会
・えびの市観光協会
・えびの市⻘少年育成市⺠会議

飯野高等学校を守り育てる市⺠の会

魅力化コアチーム委員会

連携連携

連携

えびの市 飯野高校

①新たな学科に学校設定科目「グローカル共創探究」を開設し、地域をフィー
ルドに「実践」を必須としたプロジェクト型の探究活動を実施する。

②デザイン思考による実践教育により創造力を育成する。
③学びのプロセスと主体性を重視し、例えば、地域の農業の課題解決に向けた

「Ａｒｔｓ×科学」など教科学習を越えた学びから社会貢献につなげる。
④グローカルの2つの視点で地域社会の課題を俯瞰・分析し、プロジェクトを

通じてITスキルやプレゼン力、対話力などを幅広く習得する。
⑤文系・理系の枠を超えた文理融合のカリキュラムの一環として、地域サポー

ターによる「学習サークル」を立ち上げ学びの幅を拡充する。
⑥「超探究の日」（１日探究の日）を設定する。

25



【熊本市⽴必由館高等学校】地域社会にかかる新学科を設置（令和６年度予定）
⾃ら考え、主体的に⾏動し、多様な人々と協働しながら、⾃らの人生とよりよい社会
を創造する⼒を育てる学校を⽬指す

熊本市教育委員会 令和４年度 新時代に対応した高等学校改⾰推進事業（普通科改⾰支援事業）

《育成する資質・能⼒》
Ⅰ 多様な価値観を尊重し、新たな価値を創造する⼒
Ⅱ 社会に関する理解を深め、地域の課題や魅⼒を⾒出す⼒
Ⅲ 分野横断的に課題を分析し、論理⽴てて表現する⼒
Ⅳ ⾃⼰の興味・関⼼に応じて、生涯にわたって学び続ける⼒

《特⾊・魅⼒ある先進的な教育の取組》
①少人数によるクラス編制、

                 ⽣徒が主体的・協働的に学ぶ仕組
多様な生徒へのきめ細かな指導、支援を実現 
１クラス30人または35人の少人数によるクラスを編制
生徒が主体的・協働的に学ぶことのできる授業づくり

②「学校設定科目 必由学」の新設
持続可能な社会の創り⼿としての資質・能⼒を育み、
「Well-being」としての社会情緒的能⼒などを醸成

③熊本市役所等、地域社会の資源を活用した
課題解決型学習の充実

市役所の全⾯的な協⼒体制のもと、市⽴ならではの
教科等横断的・探究的学習を⾏う。

④探究活動等で収集したデータを科学的に
分析・検証し活用する⼒の育成

ICTを活用することにより、課題解決に向けデータを科学的に分析・検
証し、表現する⼒の育成を⽬指す。

⑤⽣徒・教師が主体的に学校づくりに参画する Agency School
生徒が授業づくりや校則の策定・⾒直しなど、生徒が学校創生に参画
教育実践及び教育的効果を積極的に国内外に還元するとともに、
⾃らの学びは⾃らが創る Agency Schoolを⽬指す。

⾰新的な教育活動の実践 連携協⼒体制

熊本市教育員会主催の教育
イベントである「Kumamoto 
Education Week」において、
本校生徒による先進的な取組に

関するプレゼンテーションやコーディネーター等によるパネル
ディスカッションを⾏い全国に向けて本市の先進的な取組を
積極的に発信する。

※令和３年度の「Kumamoto Education Week」の内容はコチラ⇒

広報活動

様々な
教育活動を

支援

成果を
積極的に

発信

ESD
×

キャリア教育
×

Student 
Agency

教育理念︓

《コンソーシアム》

ESD×キャリア教育 STEAM×ICT
熊本市教育エコシステムから、より中核的に本校の教
育活動を支援する。

《熊本市教育エコシステム》
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No. 管理機関 指定校
設置学科

新学科設置（予定）年度
教育課程の特色

１ 北海道教育委員会 岩見沢東高等学校
学際領域学科

（令和７年度予定）

学際的、複合的な最先端の学問分野の知見に基づき、地域から世界
の諸課題の解決に向けて段階的に 学ぶ探究学習によるグローバルな
視野の育成

２ 愛知県教育委員会 惟信高等学校
地域社会学科

（令和７年度予定）

普通科・グローカル探究科で共通の「総合的な探究の時間」による学
びの相乗効果と、グローカル探究科の生徒主体による計画・準備・実
施を主軸とするカリキュラム

３ 愛知県教育委員会 美和高等学校
地域社会学科

（令和７年度予定）

地域の魅力探究・連携機関や大学との協働・自らの知識や技術を地
域社会に還元することをテーマとした教育課程をもとに、豊かな人間性
を備えた地域の未来の担い手を育成

４ 滋賀県教育委員会 伊香高等学校
地域社会学科

（令和７年度予定）

滋賀県北部地域の豊かな自然環境の中、「森で学ぶ」をコンセプトに、
生徒の「生きる力」を地域とともに育む <ゼロ・カーボン・ハイスクール> 
を目指す

５ 滋賀県教育委員会 守山北高等学校
地域社会学科

（令和７年度予定）

学校設定教科「みらい共創」による「地域をフィールドとした学び」と
「ウェルビーイング」を柱に、多様性を尊重し、他者と協働しながらより
よい地域の未来を創造

６ 兵庫県教育委員会 篠山鳳鳴高等学校
その他普通科

（令和６年度予定）

文理融合の学びを土台とし、地域の企業・海外の関係機関等との連携
や先端技術を用いた探究活動を通じて、既存の枠に捉われない新た
な価値を創造する学びを展開

７ 兵庫県教育委員会 姫路飾西高等学校
その他普通科

（令和６年度予定）

先進技術の体験やプログラミング、企業とのワークショップ等を通じた、
社会課題の解決や未来社会の創造を「自分ごと」として捉えさせる学
び

８ 広島市教育委員会 美鈴が丘高等学校
地域社会学科

（令和７年度予定）

国際平和文化都市「広島」をフィールドとし、探究を深化させる学校設
定教科、社会と繋がる問いを重視した授業、学年の枠を超えた探究活
動を一体的に展開

９ 鹿児島県教育委員会 種子島中央高等学校
その他普通科

（令和６年度予定）
幅広い知識の上にデジタル技術の活用を学び、自ら発見した課題に
対し、効果的な解決方法を選択し、実践できる資質・能力を育成

新時代に対応した高等学校改⾰推進事業（普通科改⾰支援事業）令和５年度指定校⼀覧

※新学科設置（予定）年度は、構想段階のもの
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GANTO BASIS GANTO PROGRESS GANTO PRIDE

【北海道岩見沢東高等学校】学際領域学科（令和７年度設置）

管理機関名【北海道教育委員会】 令和５年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

現代的な諸課題を自分事としてとらえ、地域から世界の諸課題へ段階的に学びを発展させる探究学習

我
が
国
や
国
際
社
会
の
問
題
や
課
題
を
発
見
・
解
決
し
、

新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る
生
徒
を
育
成
す
る

魅
力
あ
る
新
学
科
の
開
設

探究学習の充実

令和７年
統合新設校

開校

 グローバルな視野を育成する学び
異なる文化をもつ多様な他者との学び

・大学の留学生など北海道内に在住す
る外国人等を活用した学び

・ＩＣＴを活用した海外の高校生等との
協働的な学び

コンソーシアムの構築方法
これまでの探究学習、進路指導等で

つながった関係機関（連携協議会）を

核として、本校同窓会及び地域の行政

機関の協力を得ながら、市内の他校と

も連携し、岩見沢市内の高等学校にお

ける教育の発展・充実に資する連携協

力体制の構築を目指す。

目

的

 外部の機関等の協力のもと学際的、複合的な最先端の学問分野の知見に基づく探究的な学びに取り組むことにより、予測困難なこれか
らの社会の持続・発展に寄与する知識、技能、態度を身に付けた生徒を育成する。

 総合的な探究の時間や学校設定科目を核としたカリキュラムマネジメント及び教育プログラムの開発に取り組むことにより、地域の期
待に応える高校づくりを進めるとともに、本道における普通科新学科校のモデルとなる。

特
色
・
魅
力
あ
る
教
育
の
概
要

空知や北海道における課題と現代社会

における諸課題のつながりを理解する

とともに、自ら課題を設定し、様々な

手法を用いて探究に取り組む。

身に付けた力を地域の課題解決に向け

た探究学習に応用し実践するとともに、

国内や海外の諸課題など、さらに視野

を広げて探究に取り組む。

探究的な学びで得られたものを自分自

身の将来の生き方在り方につなげ、進

路希望に応じた課題を設定し個人で探

究に取り組む。

 学校設定科目の開設
探究学習を支える最新アプローチの習得

・「探究基礎」
データの収集分析や思考・表現の方法

・「探究応用」
データサイエンス等の理解と応用

 学際的な学びの実現
柔軟な教育課程と学校間連携

・類型にとらわれない教育課程の編成や、
コンソーシアムを活用した学際的な学び
の充実に向けた連携協力体制の構築

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

岩見沢新設校

行政機関
大学等

研究機関

国際機関

企業

NPO等
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教育の特色・ねらい
● ネット空間にはないリアルな肌感覚のある学びを重視し、「実践力」を育成

● 「空間軸」「時間軸」「人間軸」の３つの軸をもって探究活動（実践）に取り組むことで、 「自立型思考」を育成

● 普通科生徒も共に学ぶ「総合的な探究の時間」を通して、互いに刺激し、影響を与え合うことで、学校全体に「実
践力」と「自立型思考力」が普及し、生徒全員が力強く地域社会で活躍するグローカル人材となる。

3つの軸の
探究

時
間

発見
交流

貢献

管理機関名 愛知県教育委員会 令和５年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【愛知県立惟信高等学校】地域社会学科（設置（令和７年度））

「総合的な探究の時間」 普通科
２階
建て
構成

学校設定科目
「グローカル総合探究」

グローカル
探究科

地域に根差した探究活動により、「実践力」と「自立型思考
力」を育み、多文化共生社会で新しい価値を創造し、地域社
会に貢献できるグローカル人材を育成する

グローカル探究科

連
携〚取組の指針とする3つの軸］

空間軸…学校→地域→日本→世界
人間軸…自分⇔仲間⇔地域の方々⇔自分
時間軸…過去←現在→未来

自
立
型
思
考
力

実
践
力

「高い志」を持った
グローカルリーダー

の育成

地域に

根差した

研究実践

【関係機関との連携・協働体制の構築方法】

コンソーシアムの構築
港区役所、港区社会福祉協議会、地元町内会

地元企業、名古屋市港防災センター、
NPO法人藤前干潟を守る会、同窓会
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【
別

紙
様

式
3】

令和５年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【愛知県立美和高等学校】地域社会学科（設置：令和７年度予定）
管理機関名：愛知県教育委員会

【コンソーシアム】あま市・大治町等
市役所 商工会 社会福祉協議会
NPO法人 教育委員会
中学校 小学校 等

【運営指導委員会】
外部有識者
愛知県教育委員会 等

総合的な
探究の時間

地域と自分の美しさを知り 人と人の和の力で 未来を拓く生徒を育む
みわこう マ イ ン ド

美和高 Makes Innovators with Neighbors Dramatically
〜地域とともに 未来を革新する人材を育てる〜

【設置の目的】

地域と協働し、生徒を軸とした地域活性化に取り組むとともに

生徒の物事を肯定する力と不安定な時代を生き抜く力を育み、

地域の未来の担い手を育成するカリキュラムを編成すること

美和高等学 校

地域で学ぶ機会を提供

指導・助言

【コンソーシアム】東海地区の大学
愛知県立大学（予定） 三重大学（予定）
岐阜大学（予定） 愛知大学（予定）
名古屋文理大学 星城大学

高度な学びの機会を提供

未
来
を
拓
く
３
年
生

和
を
つ
く
る
２
年
生

美
を
知
る
１
年
生

学校設定科目 教科等
横断的な学び

課題発見力 情報活用力 問題解決力 実践力
対話力 思いやり 豊かな人間性

美和高等学校と
連携機関・大学との協働体制

２年生・１単位
・地域興隆イベント

に向けての準備
・小中学校向け出前

講座の企画・実践

３年生・２単位
・１３の総合選択講座を開講
※自分が希望する学問分野の基礎を学ぶ講座
※地域住民へのプレゼンテーションや実習講
座を含む

２年生・１単位
・地域興隆イベント

の運営に参画
（例）あま市主催「あま

つり」・商工会主催
「イルミネーション
フェスタ」

１年生・１単位
・七宝焼を学ぶ
・七宝焼講座運営
・商工会店舗の取材
・広報活動
・連携大学による出
前授業

３年生
・総合選択講座指導
・プレゼン・実習に

向けた総合的指導
※情報発信実践・実
習に向けた専門知識
の伝達等

２年生
・出前講座等に向け

ての教科的な指導
（例）ドッジボール講座

⇒実技・応急手当の知
識等の伝達

１年生
・広報活動のための
情報処理力育成

・地域資源の歴史的
な学び

・外国人に向けた情
報発信のための外
国語学習

七宝焼のように輝く 七つの資質・能力の育成を目標とします

小学生向け七宝焼講座

商工会との意見交換会 地域イベント運営

あま市PR活動

特色・魅力ある教育活動の概要

運営指導委員会の指導・助言を
もとにカリキュラムを編成し、連
携機関・大学との協働を通し、カ
リキュラムを改善し続けていく仕
組みづくりを目指します

※「美和高マインド」は，令和3年度に設置した地域連携センターの名称であり，「美和高校の地域貢献の精神」
を示すとともに「未来の革新者を育てる教育」の意味を込めた言葉です。

※地域連携センター「美和高マインド」では、地域の代表者とともに年3回の定例会議を行い、高校生と地域で
できる地域活性化について検討を重ねています。

１年生・１単位
・地域資源発掘のため

のグループワーク
・地域の資源を共有す

る成果発表会
・連携大学とのフィー

ルドワーク

学校設定科目

総合的な
探究の時間

学校設定科目

教科等
横断的な学び

教科等
横断的な学び
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●ポイント
持続可能な社会と琵琶湖に根ざした暮らしの創造、人と自然が共存す
る循環型社会構築に資する人材育成を図る。また、地域の森林資源な
どを活かしたまちづくりに関わり、地域活性化との相乗効果を目指す。

１．｢森・川・里・湖」が水系でつながる滋賀北部ならではの学び
滋賀県北部は淀川水系の水源地であり、豊かな森林や田園環境、
人々の暮らしが根付く地域である。それらの地域資源を通して
実体験に基づいた幅広い学びを深める。

２．地域内外の専門家と協働した循環型社会に関する実践的な学び
⻑浜地域には森林サービス産業や環境エネルギーに関連する専
門家が数多く活動し市外との交流も活発である。そのような専
門家と協働し実践知に基づいた教育プログラムを組み立てる。

３．地元地域や⻑浜市など地域と連携した学び
高校が所在する⽊之本や⻑浜地域は若い移住者も増えており、
活発な活動が行われている。そのような活動に高校も参画でき
るよう情報共有やコーディネート体制を整える。

令和５年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【滋賀県立伊香高等学校】 森 の 探 究 科 （地域社会学科：令和７年度）
管理機関名：滋賀県教育委員会

事業
コンセプト

事業の目的
必要性

培う
資質能力

特色・魅力ある教育の概要

夢を描き
進路目標を実現する

自己実現力

自己の思いを伝えながら
他者の多様性を理解する

コミュニケーション能力

人や地域と協働し
新たな創造に向かう

課題解決力

高校教育改革「魅力化プラン」
・普通科改革（特色化）
・豊富な地域資源と協働した授

業をすすめるため柔軟なカリ
キュラム構成が必要

立地する⻑浜市の現状
・人口減少地域であり、地域に

想いをもった人材育成が中⻑
期目線で必要

・ゼロカーボンシティ宣言

滋賀県の施策
・「マザーレークゴールズ」

恵みの豊かな水源の森を守ろう
・「北の近江振興プロジェクト」

挑戦する若者の集う県北部へ

学びのイメージ

学校スローガン（合言葉）
「超えてゆけ」

（ 今日の自分を超えてゆこ う ）

• ⻑浜市や県庁関係課などの地域行政機関
や地域教育機関、商工関係組織、森林関
係組織などと連携をし、コンソーシアム
を立ち上げる。

• 全体的な方針の審議を行うハイレベル会
議と、個別の活動（例：森の探究活動、
地域連携活動、保幼小中連携活動、な
ど）を推進する部会の２階層とし、機動
的に活動を推進できる体制とする。

• 新学科カリキュラム等を検討する校内推
進チームに加え、県と市が協力し設置す
るコーディネーターが協働し運営を行う。

森林を中心とした自然環境に関す
る知識を学ぶ学校設定科目

森の学び・森林基礎

生徒の興味関心に基づく
探究的で実践的な学校設定科目
森の探究・森の未来創造

総
合
的
な
探
究
の
時
間

炭素循環に
ついて学ぶ

学校設定科目
カーボン

ニュートラル

森林資源の新
たな活用方法
について学ぶ
学校設定科目

森林
サービス

１
年
次

２
年
次

３
年
次

滋賀県北部地域の豊かな自然環境、森林資源などを活用し
「森で学ぶ」をコンセプトに、生徒の「生きる力」を地域とともに育む

＜ゼロ・カーボン・ハイスクール＞をめざす

関係機関との連携・協働体制

伊香高校魅力化
コンソーシアム

⻑浜市
北部政策局

政策デザイン課

ながはま
森林

マッチング
センター

滋賀県立大学
⻑浜バイオ大学

⻑浜市商工会

地元
こども園

小・中学校

地元商店街
など

県教育委員会

地域連携重点魅力化連絡会議
県立高校 県立高校 県立高校

伊香高校
「森の探究科」

推進チーム

滋賀県
森林政策課

CO2ネットゼロ推進課
琵琶湖保全再生課
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モリキタヌキ

多様性を尊重し、他者と協働しながらよりよい地域の未来を創造する人物

【 人を想う 心（ 共感力・ 自尊感情） 、 起業家精神（ 主体性・ チャレンジ力） 】

めざす生徒像
【 育成したい力 】

①地域と協働した学びに取り組むことで「人を想う心」を養い、地域の未来を担う人材を育成する学校

②地域と連携したキャリア教育を推進するとともに、多様なニーズに応じた教育課程を展開することで、進路希望を実現するために必要な力を育成する学校

１．地域をフィールドとした学び

◆琵琶湖に近い立地をフィールドとした学び

・琵琶湖（湖岸）、びわこ地球市民の森、野洲川等の自然環境を活かした体験

・琵琶湖をキーワードに環境問題やウェルビーイングの視点からのまちづくり探究

◆行政、地域、産業界、大学等と連携した学び

・産業の観光化、歴史資源の活用、伝統野菜のブランド化、地域スポーツ等の地域の

活性化に繋がる取組等の探究を通じた新たな価値の創造

２．ウェルビーイングの充実

◆ＤＸによる個に応じた学びを地域との共創へ

・学び直しや発展的な学習をしたい生徒等個に応じた学びを提供

・ＤＸによる学びと本物体験の学びによる対話的・協働的で深い学び実現

◆オンラインの活用

・オンライン活用により、芸術やスポーツの専門性のある教員や生徒が地域の中学校等

とともに活動したり地域や大学等の専門家による指導を受ける。

・生徒や地域住民で創り上げるスポーツ・文化活動への発展

１．キャリア形成・主権者教育（総合的な探究の時間）

◆アントレプレナーシップ教育から主権者教育へ

・小中高の連携によるキャリア形成と地元起業家等によるアントレプレナーシップ教育を

軸とした主権者教育（地域人材育成）を展開

２．みらい共創（学校設定教科）

◆「地域理解」(1年)⇒「みらい共創」(2年)⇒「キャリア形成」(3年)の学校設定科目

・「地域理解」…地域の自然､歴史､産業等の理解。インターンシップ、エコツーリズム等

・「みらい共創」…地域課題探究、フィールドワーク、企業コラボ学習、ＤＸ等

→福祉施設、小中学校、NPO等との共創によるインクルーシブな地域社会の探究

・「キャリア形成」…起業プラン・政策提言等の作成、タウンミーティング等

３．ＤＸの推進

◆1人1台端末活用等を発展させた学び・ＳＮＳ等を活用した情報発信

◆「 地域 × ＤＸ × 探究 」 → 「 みらい共創 」＝（自分よし、相手よし、みんなよし）

・ＤＸによる個に応じた学びの深化と地域をフィールドにした本物体験で地域の課題や地

域の未来の姿を探究し、地域と学校のみらい共創をめざす。

◆「ウェルビーイング（well-being）」の視点 →「豊かな田園都市守山」のまちづくり

・ウェルビーイングの視点で地域課題を探究することで、学びを通した生徒の成長が多様性を

尊重する地域のみらい共創に繋がり、まちづくりに寄与する。

守山北高校

〇新学科プロジェクトチーム

プロジェクトリーダー

コーディネーター

〇運営指導委員会

滋賀県立大学、龍谷大学
びわこ成蹊スポーツ大学等

守山市：企画政策課、教育委員会
地元小学校・中学校・高校

守山市商工観光課、守山商工会議所

民間企業等
日本政策金融公庫

NPO法人碧いびわ湖

滋賀県：教育委員会
商工観光労働部
琵琶湖環境部

滋賀の県立高等学校魅力化プラン

スクール
ミッション

若い力
や挑戦
が集ま
る地方
創生

指導助言

成果提案

少子高齢化
福祉高校教育

改革

多様な価値観
ウエルビーイング

環境問題
技術革新
（DX）

地域連携重点魅力化連絡会議

県教育委員会

守山市

管理機関名：滋賀県教育委員会 令和５年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【滋賀県立守山北高等学校】 （仮称） みらい共創科 （地域社会学科：令和７年度）
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令和５年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【兵庫県立篠山鳳鳴高等学校】その他普通科「STEAM探究科」（令和６年度設置）
兵庫県教育委員会

PHOENIX STEAM

【３年】 STEAM探究Ⅲ
・探究のプロセスをストーリーで表現
・探究成果発表

【２年】 STEAM探究Ⅱ デジタルメディア
・探究活動実践 ・統計学基礎
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ ・動画作成

【１年】 STEAM探究Ⅰ 鳳鳴探究基礎
・課題設定 ・探究の手法
・企業等と連携 ・ICT機器操作

・教科横断型学習
・少人数制、

習熟度クラスの充実
・公開授業

●スクールミッション
建学の理念のもと、科学的知見に基づく論理的思考と、他者と協働して新たな社会を

創造する感性を備え、自己実現の達成を目指して学び続け、自立して地域社会の発展と
国際社会に貢献できる人材を育成する。

STEAM探究科（単位制）

Mathematics
論理的思考

Technology
技術

Engineering
工学

Science
観察、実験

Arts

「新たな課題を発見する力」
「新たな価値を創造する力」

「デザイン力」
「対話力」
「活用力」
「思考力」

ストーリー 映像・音楽

＜PHOENIX STEAM＞

特色ある授業展開

課題探究に特化した授業

STEAM教育コンソーシアム

NPO法人

企業
国際機関

自治体
大学

研究機関
現代の諸課題に関連した課題設定、課題解決

篠山鳳鳴高校
入学時
・国際社会で活躍したい
・多様な視点で社会に貢献したい
・ワクワクした学びがしたい
・チャレンジすることを楽しみたい

未来を切り拓く鳳鳴力

STEAM特講
・先端機器の活用（3Dﾌﾟﾘﾝﾀ、360°ｶﾒﾗ、

ﾄﾞﾛｰﾝ、VRｶﾒﾗ等）
・STEAM講演会・企業、研究施設訪問

基礎知識、技能

課題発見

成果と考察
試作、検証

データ分析仮説

「身近な課題の発見」→「先端技術で探究を深化」→「新たな価値の創出」

新たな仮説 新たな課題

技術の活用

探究のプロセスを振り返り

卒業時
・情報機器と言語能力の活用力
・グローバルな視野で多様性を理解
・批判的思考と科学的な視点
・主体的に行動し学び続ける姿勢
・チームで協働する大切さ

情報収集
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令和５年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【兵庫県立姫路飾西高等学校】その他普通科（令和６年度）

兵庫県教育委員会

未来社会における新たなシステムや価値を創造する人材を育成するＳＴＥＡＭ探究科の創設

企業
兵庫ベンダ工業 神戸デジタル・ラボ 等

大学
神戸大学 兵庫県立大学

国際機関
WHO神戸センター

NPO法人
スローソサエティ

育成すべき資質・能力

姫路市

学びを支えるコンソーシアム

ＳＴＥＡＭ探究科が目指す生徒像
実社会やこれからの時代に想定される課題を見出し、文理の枠を超えた複眼的な視野や
柔軟な発想で、他者と協働して課題解決や新たなシステム、価値を創造しようとする生徒

兵庫型STEAM教育を実践

１年（探究活動の基礎） ２年（探究活動の実践） ３年（振り返りと今後の展望）

総合的な
探究の時間

STEAM探究基礎
SDGs等の社会課題の理解、研究手法の
習得、ドローン・VR等の活用、ミニ探究

STEAM探究 Ⅰ
外部連携による年間を通した課題研究、
フィールドワーク、研究成果のまとめ

STEAM探究Ⅱ
個人での研究の発展、成果発表・提言、学びの
振り返りと将来の学びの設計

学校設定
教科・科目

English with STEAM Ⅰ
英語による国際課題の理解、日本との比
較研究、プレゼンテーション技術の習得

English with STEAM Ⅱ
海外との共同研究、ディスカッション、
ディベート等を通した論理的考察

Global Issues(選択)
地球課題の発展的研究

アントレプレナーシップ(選択) 
新たな価値創造のための思考と行動

STEAM探究科
文理の枠を超えた学びを通して、俯瞰的視野、課題解決力、
論理的思考力、主体性、創造性等を育成

２つのコース
の学びを融合

学びを自分でデザインしな
がら、「自分ごと」を発見

将来の生き方や社会への関わり方を考え、
やりたいことをアピールして進路選択

●社会課題の解決に先進的に取り組む企業や大学、自治体等との連携によ

る外部人材を活用した課題研究の展開、フィールドワークの重視

●Science(科学)、Technology(技術)、Engineering(工学)、Art(芸術/教養)、
Math(数学)を融合した多角的なアプローチによる探究活動

●ドローンやVR等の先端技術に触れ、AIと共生する未来社会を創造

●海外との共同研究、プレゼンテーション、ディスカッション等を通した

実践的英語運用能力の育成

学科の特色

専修学校
神戸電子専門学校
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令和５年度 新時代に対応した⾼等学校改⾰推進事業（普通科改⾰支援事業）

【広島市⽴美鈴が丘⾼等学校】地域社会に係る学科を設置（令和７年度予定）
広島市教育委員会

学校教育目標
校訓「進取 友愛 節度」のもと、⾼い志を持ち、変化の激しい社会において、
自らの未来を切り拓き、「地域共生社会」の担い⼿となる人材を育成する。

総合的な探究の時間
週１⽇は探究に特化した⽇をつくり、午後から学年の枠を超えたフィールド
ワークや課題解決学習に集中できるよう設定

探究活動を重視した各教科・科目の授業改善
「育成を目指す資質・能⼒」に基づく目標と評価規準を設定
生徒の「問い」から始まり、「社会につながる課題」を個⼈思考と
協同学習で学ぶ授業へと改善

新たな学校設定教科・科目
新たな学校設定教科・科目として、学びの柱である探究の「学び方
を学ぶ」プログラムを実施

特色・魅⼒ある先進的な学校運営
担任チューター制や複数担任制等の柔軟な学級運営の導⼊、ノーチャイム、⽂理選択の廃⽌、修学旅⾏の充実等

広島市が有する課題や魅⼒に着目した
実践的な学びに取り組む「探究的な活動」を
特色（学びの柱）とする

新しい学科で育成を目指す資質・能⼒（検討中）
「国際平和⽂化都市『広島』をフィールドとした学びにより

地域社会の発展に貢献し続ける⼈物を育成する」
○ 地域や社会の課題を⾒出す⼒
○ 正解のない課題に向き合い続ける⼒
○ 協同して課題を解決する⼒

〔連携協⼒体制〕
コンソーシアム

外部との連携調整を⾏う
コーディネーター

〔改編検討組織〕
未来会議 ×

教員と生徒による 大学・地域・⾏政

「未来へ ともに つながる」学びの創造
新時代に対応した「進取 友愛 節度」へ
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令和５年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【鹿児島県立種子島中央高等学校】その他普通科の別（設置（令和６年度））
鹿児島県教育委員会

【
別

紙
様

式
3】

〜新学科設置の背景と必要性〜
【デジタル社会の到来】

Soc ie t y5 .0 の到来により、世界中でデジタル
技術を活用できる人材を求める動きがある。

【離島における教育の充実化】

離島の地理的環境により、他の高校生と比
べて学びの機会が限られる現状にある。

〜目指す人材像〜
デジタル技術を活用し、社会生活を変革できる資質・能力を身に付け、

次世代（デジタル社会）を創造する人材

“デジタル人材”に求められる資質･能力の育成へ
「デザイン思考」の具体

課題発見力
課題解決力
コミュニケーション力
創造的思考力 など

「デジタル技術」の具体
データ分析
ＩＣＴ機器の活用
メタバース
情報発信スキル など

・「デザイン思考」とは、地域や社会における課題を自ら発見し、
解決までの過程を筋道立てて構築することができる力

・「デジタル技術」とは、課題解決のための有効的な手段として、
目的に応じてデジタル技術を適切に選択･活用できる力

≪PPDACサイクル≫

〜特色・魅力ある教育活動〜
・ 学校設定科目（ＤＸ（仮名称））の実施
・ 外部講師による実践的な課題解決型学習
・ デジタル技術を積極的に活用した授業の実施
・ 広がる視野･深まる思考を目指した教科横断

型的授業の実施
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